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ビジネス環境と粗悪学術誌
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オープンアクセス雑誌
粗悪学術誌
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オープンアクセス雑誌
粗悪学術誌
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背景：学術雑誌超略史と
「受益者」
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ガリレオ・ガリレイ
の著書の表紙
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トゥルン・ウント・タクシス
その郵便と企業の歴史
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Henry 
Oldenburg
（1618～
1677）

1665 “Philosophical 
Transactions”誌を創刊
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9査読導入時期の『フィロソフィカル・トランザクションズ』編集フロー図
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1960年の値を1とし、前年比13%の増加を
続けると……



• 雑誌価格高騰への対抗／新たなモデルの構築
• 「雑誌が高くて買えない／読めない」をどうにかしたい

• 研究成果の自由／迅速な流通の実現
• 時間がかかる／自由に再利用できないのをどうにかしたい

11

オープンアクセスの背景



• 研究成果（主に査読業績）の自由な流通実現を目指す運動

• 「インターネット上において、誰もが読み、ダウンロードし、コピー
し、再配布し、印刷し、検索し、それらの論文のフルテキストにリン
クを貼り、（サーチエンジン等の）インデキシングのためにクロール
し、データとしてソフトウェアに流し込み、その他あらゆる合法的な
目的のために、インターネットにアクセスできることそれ自体を除く
経済的、法的、技術的な障壁なく文献を利用できるようにすること」
（BOAI 2002）

12

オープンアクセスの登場



• セルフ・アーカイブ／リポジトリ公開
• 機関リポジトリ、プレプリント・サーバ等

• オープンアクセス（OA）雑誌
• 完全オープンアクセス（APC型・ダイヤモンド型）

• ハイブリッド／転換契約

13

オープンアクセスの手段



• Article Processing Charge（論文処理加工料）
• 著者支払／ハイブリッド型の雑誌で著者が支払う費用

• 紙媒体を流通させないOA雑誌の場合：
• 読者が増大してもコストはほぼ増大しない（コストの大半は固定費）

• 受益者の中で著者の側がコストを負担するモデルが可能になる

• 「必要な人に届ける」という観点からはこっちの方が健全

• OA雑誌のもう一つの利点：新規創刊のチャンス
• 購読型では図書館予算が参入障壁に

• APCは予算が別であるので新規参入が比較的容易に 14

APC型雑誌
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西岡先生との共著論文の図
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16出典：浅井（2023）

図3-1 ゴールドオープンアクセスジャーナルの内訳（タイトル数）
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OA雑誌論文掲載数上位20位（2021）

出典：Csomós & Farkas（2023）

Rank Journal Number of articles Publishing model* Publisher 

Scientific Reports 23,315 GOA Nature Research 

2 PLOSONE 15,915 GOA Public Library Science 

3 Sustainability 13,766 GOA MDPI 

4 International Journal of Molecular Sciences 13,391 GOA MDPI 

5 International Journal of Environmental Research and Public Health 13,068 GOA MDPI 

6 IEEE Access 12,388 GOA IEEE 

7 Applied Sciences-Basel 11,798 GOA MDPI 

8 Science of the Total Environment 9350 Hybrid Elsevier 

， Energies 8371 GOA MDPI 

10 Sensors 8340 GOA MDPI 

11 Materials 7716 GOA MDPI 

12 Molecules 7529 GOA MDPI 

13 Nature Communications 6893 GOA Nature Research 

14 Chemical EngineeringJournal 6441 Hybrid Elsevier Science Sa 

15 ACS Applied Materials & Interfaces 6149 Hybrid Amer Chemical Soc 

16 Cancers 6094 GOA MDPI 

17 Journal of Alloys and Compounds 5990 Hybrid Elsevier Science Sa 

18 Monthly Notices of the Royal Astronomical Society 5944 Hybrid Oxford Univ Press 

19 Frontiers in Psychology 5892 GOA Frontiers Media Sa 

20 Journal of Clinical Medicine 5816 GOA MDPI 
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オープンアクセス雑誌
粗悪学術誌
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オープンアクセス雑誌
粗悪学術誌
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Predatory 
publishing

（ハゲタカ）



• 編集委員・所在地に関する誤情報をウェブサイトに掲載する等の不正
な行為

• 査読を行わない・無視する等により質が低い・問題のある論文を掲載

• APC収入を目的とする
• Xia (2022)1)

• “Predatory”の名付け親はJ. Beall氏
• 日本の定訳「ハゲタカ」は首都大・栗山氏

• いずれも疑義あり（「捕食」か？ハゲタカへの風評被害？）
21

Predatory publishing



• 2000年代 一部OA雑誌の悪質なスパム等が問題視される

• 2009年 P. Davisの実験：でたらめ論文を一部OA誌が受理

• 2012年 J. Beall氏 Predatory journalのリストや採録基準公開

• 2013年 Science「査読なんて怖くない」実験
• 高校レベルの初歩的な誤りを含む論文を多数の雑誌に投稿

• 商業雑誌も含む多くの雑誌が受理してしまう

• 特にBeallのリストに掲載された出版者は82%が受理

• 一躍、Predatory publishingの存在が認知される

同年、栗山正光氏がPredatory Publishingを「ハゲタカ出版社」と訳し日本語で紹介
22

Pradatory OA概史（１）



• 2016年 米連邦取引委員会（FTC） OMICSグループを提訴
• OMICSグループはPredatorの中でも大手

• 2017年 Beallのリスト公開停止
• 出版社による訴訟＋所属大学による圧力とも言われるが・・・？
• 後継リストは多数存在

• 2018年 毎日新聞による「粗悪学術誌」シリーズ開始

• 2019年 OMICS訴訟でFTCの主張が認められる

日本医学会「悪徳雑誌への注意喚起について」発表

富山大学「学術論文の定義」発表

OSF Predatory journalの定義を発表（後述）
23

Predatory OA概史（２）
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Predatorの背景



•APC型のオープンアクセス雑誌

•「Publish or perish」が発展途上国に持ち
込まれたこと

26

Predatorの２つの背景（Xia 2022）



APC型雑誌の抱える課題

• 「質」と「採算」のバランス
• APCは通常「出版された」論文のみ徴収

• 査読で多くの論文を却下すると…コストに見合う費用が回収できない

• 「質」を度外視して全部受け入れれば短期的には儲かる（長期的には
低迷？）

27



• 途上国の研究体制・評価もグローバル化

• 国際英文誌への掲載数が問われるように
• 十分な英語能力がなくても

• 国際誌に採録される研究水準でなくても

• 受け皿となる媒体への需要が高まる

28

発展途上国と業績数偏重主義



Predator著者の多い国
国名 論文数 割合

ナイジェリア 889 21.6%

中国 849 20.6%

インド 634 15.4%

イラン 522 12.7%

パキスタン 382 9.3%

マレーシア 215 5.2%

トルコ 189 4.6%

サウジアラビア 153 3.7%

ブラジル 146 3.6%



• 粗悪＝「質が低い」こと

• 雑誌の「質」とは？
• 掲載論文の質？

• エディトリアルの質？

30

「粗悪学術誌」は問題？（１）



• 質が「低い」雑誌は当たり前に存在する
• 査読はあるが比較的緩い

• そもそも査読がない＝紀要

• 運営・編集体制が整っていない

• 発表先の選択肢の一つとして必要なもの
• 発展途上国等が自ら出す雑誌：成長を企図

• 駆け出しの研究者・凄くはないが発表はしたい成果…

31

「粗悪学術誌」は問題？（２）



• 初期に問題視されたのは大手OA出版
• Bentham、Hindawi、MDPI、Frontiers・・・

• これらを”Predator”と見なすのは誤り

• まっとうにビジネスをやる気はあるが、行儀が悪かった

• 端からまともに学術雑誌をやる気のない集団
• 「邪悪」と表現せざるを得ないビジネスモデル

• 本当に避けたいのはこっち

32

「粗悪」雑誌と「邪悪」雑誌



• 学問を犠牲にしてでも自己の利益を優先するもの

• 特徴
• 虚偽あるいは誤解を招く情報（の掲載・公開）

• 編集・出版に関するベストプラクティスからの逸脱

• 透明性の欠如

• 攻撃的・無差別な勧誘

• 質が低いことではなく、詐欺的行為が問題である
• 出典：Nature 576, 210-212 (2019) doi: 10.1038/d41586-019-03759-y

33

Predatory OAの定義（OSF版）



• InterAcademy Partnership（IAP）策定

• 「詐欺」～「質が保証されている」雑誌までの段
階と典型的特徴／決定的判断基準を示している

• 投稿先選択として注意すべき点はもちろん、雑誌
運営サイドとしてどこを改善していくべきかの参
考にも

34

Predatory journalのSpectrum
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• 詐欺／欺瞞雑誌
• 虚偽情報を掲載、あるいは必要な情報をあえて隠す

• 意図的に著者・読者を騙そうとしている

• 「訴えられれば負ける」／改善の余地がない（「邪悪」）

• 質が低い雑誌（ひどく低い～がんばっているが低い）
• 学術雑誌をやろうという気はあるが、問題が多い／質が低い

• 問題点を改善していく余地がある

• 質が保証されている雑誌
• そうした雑誌でも問題のある手口をとることはある 35

PredatorのSpectrumより



• ブラックリスト方式

• ホワイトリスト方式

• チェックリスト方式

36

邪悪な雑誌を避けるには？



• 「これらに当てはまるのはOK」や「危ない」を 示して各自
に確認をお願いする

• 現状ではこれが最善の一手？

• Think. Check. Submit.
• https://thinkchecksubmit.org/

• http://thinkchecksubmit.org/translations/japanese/

• Predatory Journal Spectrum
37

チェックリスト方式

https://thinkchecksubmit.org/
http://thinkchecksubmit.org/translations/japanese/


• エディターとして
• Inviting mailが来てのってしまう

• 勝手に名前を掲載される

• 査読者として
• ハゲタカの査読をさせられる（意味なく）

• 査読依頼にはガードが甘くなる

• 投稿していない著者として？！（NEW!!)
• 巻頭言等に勝手に名前を使われる（雑誌の泊付けのため？）

38

投稿者以外にも・・・



• 危ない橋を渡る必要がなければ問題ない
• 「ワンチャン通れば！」「とにかく出さなきゃ！」が危険

• 互いに相談・情報共有しやすい環境
• 橋の危なさ・危なくない橋を共有

• ハゲタカに出すくらいなら和文、紀要、研究ノートでもいい
はず

• 査読済み英語原著論文偏重主義が諸悪の根源
39

Predatorなんて怖くない？



40

Predatorなんて
怖く、ない？？
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Wiley to stop using "Hindawi" 
name amid $18 million revenue 
decline 

Wiley will cease using the belea-

guered Hinda1vi brand name, the 

pub]isher announce1d on an earn-

ings call Wednes1day morning~ 

Wiley plans to integrate 

(§) 
Hindawi 

Hin1dawfil's approximately 200 journals into the rest of its portfiolio by the 

rniddJle of next year. 



• 「特集号」（special issue）とゲスト・エディター

• 「論文工場」（paper mill）

• 「査読リング」（peer-review ring）

42

Hindawi大量撤回の背景



• 「特集号」の企画提案・ゲストエディターを募集する
• ゲストエディターは投稿募集・査読等のプロセス全体に関与

• 雑誌にとって：コンテンツ・APCを労力をかけず収集

• ゲストエディター：汲みたい企画を提案できる

• 巻号のつく通常号とは別の扱い？
• 査読の基準／研究評価指標の集計時の扱い

• 「Predatoryな行い」の一種との見方も
43

OA雑誌の「特集号」



• 論文を安価・大量に「製造」（無意味な内容あるいは捏造）

• オーサーシップ（著者に入る権利）を販売⇒収入を得る

• 組織だった（潜在的な）違法・詐欺的行為
• 少なくともオーサーシップや捏造に関わる重大な研究不正

• 過去数年で急速に成長

44

論文工場（paper mill）



• 互いの論文について、好意的な査読をしあおう、という（過去の例と
しては個人的な）ネットワーク

• 多くの場合、発覚しえない（福井大学の場合も内部通報がなければ発
見は困難）

• Cf: 投稿者個人による査読不正（発覚しやすい）

45

査読リング（peer-review ring）



• 「論文工場」関係者がゲストエディターとして特集号を提案
• Hindawiの審査をパスして採用されてしまう

• 「論文工場」論文を特集号に投稿
• 時には並行してオーサーシップを販売

• 査読は工場関係者の査読リング等で回す

• 特集号が「論文工場」製造論文まみれに！

46

Hindawiで起きたこと



• 完全にPredatorではない雑誌でも、predatoryな行いはある

• その隙をさらに論文工場に利用される⇒大損害へ

• 善良な投稿者にとっては巻き込み事故だが……

47

Hindawi大量撤回からの教訓
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やっぱり
「質が低い」のも
問題なのでは？
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2023年の掲載論文数上位10誌の過去10年間の論文数推移
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本質：「雑誌」の
クオリティ

コントロール



• 購読モデル：質が低ければ買われなくなる。質はビジネスに重要

• APCモデル：質が低ければ投稿されなくなる……はず？
• 論文を投稿・発表するニーズは根強く、伸び続けている

• 「国際誌ならPredatorでもいい」「Predatorでさえなければいい」

• クオリティコントロールを犠牲にしても多くの論文を出すのが正解？
• 一定以上出せば、出していることが権威の保証にもなる

• 質を無視したのがpredator、多少犠牲にしたのが特集号
54

学術雑誌のクオリティコントロール



• 「国際的な」「査読付き雑誌」での発表を求める著者の態度
• さらにその背景：評価制度

• 評価制度自体が変わらない限り本質的な問題は解決しない
• 手を変え品を変えてくるだけ（ハゲタカ⇒特集号と論文工場）

• 評価体制・成果公表体制を変えるしかない！
• 西岡先生のお話しへ！（綺麗につながった！！）

55

問題の根本
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